
 

○徳島大学病院研修生受入規則 

平成１５年９月３０日 

規則第１８０３号制定 

（趣旨） 

第１条 この規則は、医師、薬剤師、看護師、診療放射線技師、臨床検査技師、歯科技工士、歯

科衛生士等の免許を有する者を徳島大学病院（以下「病院」という。）において研修させる場

合の手続等について必要な事項を定めるものとする。 

（受入れの範囲） 

第２条 研修を受けることができる者は、次の職種の免許を有する者とする。 

医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、准看護師、診療放射線技師、臨床検査技師、衛生

検査技師、理学療法士、作業療法士、視能訓練士、栄養士、歯科技工士、歯科衛生士、臨床

工学技士、救急救命士 

（申請） 

第３条 研修を受けようとする者又は研修を受けようとする者が所属する施設の長は、次の各号

に掲げる書類を研修開始の１月前までに徳島大学病院長（以下「病院長」という。）に申請す

るものとする。 

 (1) 病院研修生申請書（別記様式１－１又は別記様式１－２） 

(2) 履歴書 

 (3) 前条に規定する職種に係る免許状の写し 

 (4) 賠償責任等を保証するための保険契約書等の写し（研修を受けようとする者が医師である

場合に限る。） 

（許可） 

第４条 病院長は、前条の申請があったときは、病院の業務に支障がない限り、研修を許可する

ことができる。 

２ 病院長は、研修を許可したときは、病院研修許可書（別記様式２－１又は別記様式２－２）

を交付するものとする。 

（研修期間） 

第５条 研修の期間は、別表のとおりとし、研修を開始する日の属する事業年度を超えないもの

とする。 

（研修料） 

第６条 第４条第１項の規定により研修を許可された者（以下「病院研修生」という。）又は病

院研修生が所属する施設の長は、研修を実施する期間に応じて、別表に掲げる受入単位及び単

位当たり研修料を基にして算出される額を研修料として納付しなければならない。 

２ 前項の研修料は、その全額を研修の開始前に納付しなければならない。ただし、心・血管エ



 

コー検査修得プログラム研修の研修料は、前期及び後期の２期に区分し、前期については研修

の開始前に、後期については９月末日までにそれぞれ研修料の２分の１に相当する額を納付す

ることができる。 

３ 研修料を所定の期日までに納付しない者に対しては、病院長は、研修の許可を取り消すもの

とする。 

４ 既納の研修料は、返還しない。ただし、災害その他病院研修生の責によらない事由で、研修

を実施することができなくなった場合は、その全部又は一部を返還することがある。 

（研修課程） 

第７条 病院研修生の研修課程は、病院長が別に定める。 

（研修方法） 

第８条 病院研修生は、病院長の指示に基づき研修を行うものとする。 

（研修生の義務） 

第９条 病院研修生は、徳島大学の諸規則を守らなければならない。 

（研修の停止等） 

第１０条 病院研修生が第８条若しくは前条の規定に違反し、又は病院研修生としてふさわしく

ない行為があったときは、病院長は、当該病院研修生の研修を停止させ、又は第４条第１項の

許可を取り消すことができる。 

２ 前項の規定により研修を停止させ、又は許可を取り消したことにより病院研修生に損害を及

ぼすことがあっても、病院は、その責を負わないものとする。 

（損害賠償等） 

第１０条の２ 病院研修生は、故意又は過失により、医療過誤を生じさせた場合又は施設、設備

等を滅失、損傷若しくは汚損した場合又はこの規則若しくは徳島大学が定める諸規則に違反し

たことにより損害を生じた場合は、賠償しなければならない。 

（薬剤師実務受託研修生の受入れ） 

第１１条 薬剤師実務受託研修生制度実施要項（平成１０年１月１３日文部省高等教育局長決裁）

に基づく薬剤師実務受託研修生の受入れに関しては、徳島大学病院薬剤師実務受託研修生受入

規則の定めるところによる。 

（がん薬物療法認定薬剤師受託研修生の受入れ） 

第１２条 一般社団法人日本病院薬剤師会の定めるがん薬物療法認定薬剤師研修事業実施要綱に

基づくがん薬物療法認定薬剤師受託研修生の受入れに関しては、別に定める。 

 （看護師特定行為研修生の受入れ） 

第１３条 保健師助産師看護師法第３７条の２第２項第１号に規定する特定行為及び同項第４号

に規定する特定行為研修に関する省令（平成２７年厚生労働省令第３３号）に基づく看護師特

定行為研修生の受入れに関しては、別に定める。 



 

（事務） 

第１４条 病院研修生の受入れに関する事務は、総務課において処理する。 

（雑則） 

第１５条 この規則に定めるもののほか、病院研修生に関し必要な事項は、病院長が別に定める

ことができる。 

附 則 

１ この規則は、平成１５年１０月１日から施行する。 

２ 徳島大学医学部及び歯学部附属病院研修生受入規則（昭和５３年３月３１日規則第５８１号）

は、廃止する。 

３ この規則施行の日の前日において、現に徳島大学医学部附属病院研修生又は徳島大学歯学部

附属病院研修生であって研修期間が平成１５年１０月１日以降に及ぶ者は、同日以降の期間に

ついては、この規則に基づき研修の許可を受けたものとみなす。 

附 則（平成１７年１月３１日規則第１２９号改正） 

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

附 則（平成１７年１１月２２日規則第４４号改正） 

この規則は、平成１７年１２月１日から施行する。 

附 則（平成１８年１月２３日規則第５５号改正） 

この規則は、平成１８年２月１日から施行する。 

附 則（平成１８年１２月２１日規則第３３号改正） 

この規則は、平成１８年１２月２１日から施行する。 

附 則（平成２２年３月３１日規則第５５号改正） 

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（平成２３年１０月２４日規則第２０号改正） 

この規則は、平成２３年１２月１日から施行する。 

附 則（平成２４年１０月３０日規則第３９号改正） 

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年３月２８日規則第１１６号改正） 

この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２７年３月１９日規則第７５号改正） 

この規則は、平成２７年３月１９日から施行し、平成２６年１２月２６日から適用する。 

附 則（平成２８年３月２５日規則第１０７号改正） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年４月２０日規則第５号改正） 

１ この規則は、平成２９年４月２０日から施行する。 



 

２ この規則の施行の日の前日までに第４条の規定により研修を許可されている者は、この規則

による改正後の徳島大学病院研修生受入規則により許可されたものとみなす。 

附 則（平成３１年３月２０日規則第７２号改正） 

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

 附 則（令和元年７月１８日規則第１６号改正） 

この規則は、令和元年８月１日から施行する。 

  附 則（令和２年１月２０日規則第３３号改正） 

この規則は、令和２年３月１日から施行する。 

 附 則（令和３年３月２４日規則第９２号改正） 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

 附 則（令和６年３月２８日規則第７５号改正） 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 附 則（令和７年２月２７日規則第４６号改正） 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

 

  



 

別表（第５条及び第６条関係） 

区分 期間 受入単位 単位当たり研修料（消費税は

別途徴収する。） 

薬剤師 ６月以内 １週間 １０，０００円

保健師 ３月以内 １日 ２，０００円

助産師 ３月以内 １日 ２，０００円

看護師 ３月以内 １日 ２，０００円

診療放射線技師 ３月以内 １日 ２，３００円

臨床検査技師 ６月以内 １日 ２，６００円

医師、看護師、准看護師、診療

放射線技師、臨床検査技師（超

音波検査） 

１年以内 １日 ２，６００円

衛生検査技師 ６月以内 １日 ２，６００円

理学療法士 ３月以内 １日 ２，０００円

作業療法士 ３月以内 １日 ２，０００円

視能訓練士 ６月以内 １日 ２，０００円

栄養士 ６月以内 １日 ２，０００円

栄養サポートチーム(NST) ６月以内 １日 ５，６００円

歯科技工士 ４月以内 １日 ２，１００円

歯科衛生士 ４月以内 １日 ２，１００円

臨床工学技士 ６月以内 １日 ２，０００円

救急救命士 ３月以内 １日 ３，７００円

医師、看護師、准看護師、診療

放射線技師、臨床検査技師（心・

血管エコー検査修得プログラム

研修に限る。） 

１年 １年 ４５８，０００円

 


